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宮城県における施設野菜の栽培は, 1965年 を100と する

と1975年 の施設園芸農家は46倍にあたる2,700戸 ,施設面

積は 146倍 の309 haと 驚異的な伸び率を示 している。

施設土壊は露地土壌 と異なり,降雨による肥料の流亡が

なく, しかも多肥であるので,濃度障害や生理障害の発生

が見られ収量,品質の低下の原因となっている。

本報では,宮城県における施設栽培の盛んな亘理地区の

イチゴ,石巻地区のキ_ウ リを対象に施肥の実態と土壌の

化学Lに ついて調査検討した。

2調 査 方 法

調査地域は亘理郡亘理町浜吉田地区の46戸のイチゴ栽培

農家 (調査土壌50点 )を 対象に 1975年 11月 に調査した。ま

た,キ .ウ リについては,石巻市全域の65戸の農家 (調査

土壊65点 )を 1976年 8月 に調査を行った。

調査地域ごとに施設に対する施肥量および月巴料の種類に

ついて聴き取り調麿を行った。この場合,堆lL稲わら以外

の1巴料については保証成分量によって三要素量を算出した。

また,上壊の化学性を知るために各農家ごとに作土 (0

～2∽囃)を 採取し化学分析に供した。

土曖分析の方法は次のようである。IL4コ Cについて土壊

溶液比が 1:5と し, 1時間振 とう後懸濁液 をビーカー

に移し測定 した。硝酸態窒素はフェノール硫酸法,ア ンモ

ニア態窒素は蒸留法, りん酸はノイレ2法 ,置換性塩基は

土壌溶液比が 1:20と なるようにして 1規定酷安(メ20)

を加え浸出 し, カルシウム, マグネシウムは原子吸光法 .

カリは炎光光度計によって測定 した。

表 1 調査地区の■颯 の主な化学的性質
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調査地区の士離 の概況は亘理,石巻両地区とも海成沖積

地で土性は砂土～壌質砂土であり,士菫の化学的性質は表

1に示すとおりである。

6 調査結果および考察

1 1巴料の種類と湖 巴量

調査地区において使用している肥料の種類をみると,両

地区とも化学肥料 (化成 )が 主なものであるが,有機質肥

料もかなり多く使用されている。イビ翔巴料のうち, IB,

CDU,有機入 り化成1巴料などの緩効性肥料が多い。

亘理地区のイチゴについては,前記の化成肥料に次いで

多く使用されているものには,石灰窒丸 ようりん,硫酸

カリであり,特に石灰窒素を使用している農家が多かった

(61`)。

また.堆
'tl稲

わらなどの有機物も大部分 (76¢ )の 農

家が使用 している。この他,有機質肥料としては,鶏ふん,

油粕,魚粕を使用 している農家も多かった。特に注目され

るものはカニ殻の使用で,こ れは糸状菌による萎黄病など

の土壌病害 を耕種的防除を目的として利用 していることで

ある。

次に,石巻地区のキ_ウ リでは,亘理地区と同様に化成

肥料が多く,次いつ かったものは単肥の硫酸カリ(97多 ),

重焼 りん (54¢ ),よ うりん (22%)で あった。特に硫酸

カリを使用している農家が多いことが目立った。また,堆

肥,稲わらの使用が多 く,特に稲わらは堆肥より多くの農

家で使用している。

次に,両調査地区における施肥量は表2に 示すとおりで

ある。これによると,窒素, りん醸 カリ,苦土■石灰質

llE料の10a当 たりの平均施丹巴量は亘理地区ではそれぞれ4o

-47-24-16-"り となり,その比は窒素を100と すると

118-60-40-248と なっている。

これに対 し石巻地区では,それぞれ57-`8-77-30-

174切であり,その比は100-119-1ユ ー52-304で あっ

た。
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このように各要素の施1巴割合についてみると,両地区と

も窒素に比べてりん酸の施用量が多いことが特徴的である。

カリの施用は.亘理瑚区のイチゴでは窒素に比べ施肥部合

力紙 いが,石巻地区のキ.ウ リでは反対に多くなっている。

苦土,石灰質肥料は亘理地区に比べて石巻地区は多く施用

していることが認められた。

表2 調査地区の主な肥料の使用量* (均4。 a)

土壌 100′ 当たり,00ψ 以上のりん酸の存在は必要でなく,

今後 りん酸の施用量はかなり減 してもよいと考えられる。

表3 土壌の主な化学的性質 (v/100夕 )
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カリ含量も,表 5に 示すように両地区ともかなり多く存

在している。これは両地区とも化学1巴料の多施用のほかに

堆肥,稲わらからの供給が多いためである。このため,土
壌にかなりの量の苦土が存在 しているにもかかわらず,土
壊の苦土/カ リ比は極めて低くな り,こ のために作物は苦

土欠乏をおこしやすい組成となっている。 したがって,こ
の比が5以上になるような施肥の工夫が必要である。

次に,置換性塩基含量は2 3の士壌 を除けば,両地区

の土壌とも置換容量よりもかなり多くなっている。しかし
,

硝酸態窒素が多い石巻地区の土壊では酸性 を示すものがみ

られた。このように土壌 pHが高いものは硝酸態窒素 が少

なく,反対に硝酸態窒素が多い土蟷はpHが低 くなる傾向

が認められた。

4  ま  と  め

施設栽培における施肥合理化をはかるため亘理地区のイ

チゴ,石巻地区のキ´ウリを対象に施EEの実態と土壌の化

学性について検討し,次のような結果を得た。

1 施肥量は両地区とも全般に多く,しかも肥料要素間

の不均衛がみられた。特に亘理地区ではりん酸,石巻地区

ではりん酸,ヵ りの施用量が極端に多かった。

2 土壊 pHは 全体に高く,特に亘理地区の上壌は pIIフ

以上の高いものが70¢ を占めた。そして,土饉 pHは 硝酸

態窒素含量とかなり高い正の相関が認められた。

5 土壊 ECは施肥量が多い割合に特に高くなかったがヽ

石巻地区では濃度障害がおこると思われるコ015ミ リモー

以上のものが約20チ を占めていた。

4 土壌のりん酸,ヵ り含量も全体的に多いが苦土/カ
リ比は極めて低 く,苦土欠乏をおこしゃすい組成であるこ

とが認められた。

5 置換性塩基含量は両地区とも極めて多く, このため

塩基飽和度はほとんどの■燿 でlcXlφ以上の過飽和状態で

あることが認められた。

鷲電ま魂警亀脇 禦ょ鮒舗t
た。

料  熔螺 苦土石灰,苦土重焼燐.苦土入 り化威肥
料のMgoを 保証表によって算出 した。

*Ⅲ 堆肥および稲わらの成分は施肥量には加算 しな
かった。

土壌の化学性のうち, pHの高い土壌が多いことが日立

った。特にE埋地区では調査点数∞点のうちpH 20以 下の

ものがわずか17点 で,大部分の土壌は,Hが 20以上のアル

カリ性を示 したことである。

また,石巻地区は亘理地区ほど高 くなかったが,それで

もpH`5以上のものは50¢近 くを占めている。

多くの農家は各作ごとに石灰質
"巴

料を運用しているから

土壌は石灰過剰となり,こ のためにアルカリ性を示すよう

になってきたものと考えられる。土壌のアルカリ性は作物

に種々の栄養,生理障害を招くおそれがある。

次に土壌 ECは , 施肥量が多い割合には両地区とも特に高

いとは思われないが, これは有機質IE料や.緩効性1巴料が

多く使用されていることと肥料の分解が十分進んてい ない

ためと考えられる。 しか し,石巻地区では一部に士攘 EC
が高く,明 らかに濃度障害をおこすと思われるE015ミ ツ

モー以上の高いものも認められている。そして ECの高

い土壌は無機態窒素量も多 く,両者の間には極めて高い正

の相関が認められた。

有効態 りん酸は表3に示すとおり両地区 ともかなり多く

存在している。亘理地区では最高264ψ。最低52ψ,平均

,43ψ でぁった。一方,石巻地区は最高 zわ ψ,最低48″
,

平均 175″ で両地区ともかなり多いことが認められた。

りん酸の定量は,ブ レイκ2法であるからアルミニウム

型りん酸も可溶化 しているので, トルオーグ法など稀酸柚

出法に比べて測定値が高くなるのは当然である。 しかし,


